
 第６２回平塚市少年野球大会開催要項 
｢未来への使者―はばたけ青少年｣ 

 

未来を担う少年たちが野球というチームワークを重んずるスポーツを通じて、自分の果たすべき

役割を自覚し、友を思いやる豊かな心を育み規律を尊び秩序を守る生活態度や習慣を養い、あわせ

て体力の向上を図ることを目的とします。 

さらに選手をはじめ本大会にかかわる諸団体、地域の人々がこの目的達成のために一体となり、

心ふれあうコミュニケーションづくりをすすめていきます。 

 

 １ 主     催  平塚市少年野球大会実行委員会 
 

 ２ 主     管  平塚市野球協会、平塚市少年野球連盟、平塚市中学軟式野球連盟、 

平塚市教育委員会 
 

 ３ 後     援  神奈川新聞社、毎日新聞社横浜支局、平塚市スポーツ協会、 

            平塚市体育振興連絡協議会、平塚市スポーツ推進委員協議会、 

            平塚市子ども会育成連絡協議会、平塚市PTA連絡協議会 
 

 ４ 特 別 協 賛  平塚信用金庫 

 

 ５ 協     賛  ナガセケンコー㈱ 

            ㈲プロユニックス 

㈱三興 

ダイドーアサヒベンディング株式会社 

平塚商工会議所、平塚青年会議所、平塚商店街連合会、 

平塚ライオンズクラブ、平塚なでしこライオンズクラブ、 

平塚湘南ライオンズクラブ、平塚ロータリークラブ、 

平塚北ロータリークラブ、平塚西ロータリークラブ、 

湘南ケーブルネットワーク㈱、㈱湘南ジャーナル社、 

㈱タウンニュース社 

 

 ６ 期日・会場・日程  (1) 開会式 

ア 日  時  ６月２７日(金)午後６時００分 

（午後５時００分から受付） 

イ 会  場  バッティングパレス相石スタジアムひらつか 

ウ 実施判断  雨天の場合は午後４時に実施の可否を決定する｡ 

各チームへは各支部代表が連絡 

エ 開会式への出席について 

        特別な事情を除き、開会式へは必ず参列すること。 

※ ６月２７日(金)の開会式が延期の場合 

ア 日  時  ６月２８日(土)午前７時３０分 

（午前７時から受付） 

イ 会  場  大神スポーツ広場Ｇコート 

ウ 中止決定  雨天の場合は午前６時に中止決定｡各チームへは 

各支部代表者が連絡。 

(2) 試合日程・会場（小学生ジュニアの部 準決勝まで） 



ア 日  時  ６月２８日(土)・２９日(日)・７月５日(土) 

午前９時より 

イ 会  場  大神スポーツ広場 

 

(3) 試合日程・会場（学童の部 準決勝まで） 

ア 日  時  ７月１９日(土)・２０日(日)・２６日(土) 

午前９時より 

イ 会  場  大神スポーツ広場 

 

(4) 試合日程・会場（中学生の部 準決勝まで） 

 ア  日    時    ７月２６日(土) 

午前９時より 

イ  会    場    大神スポーツ広場 

 

(5)  試合日程・会場（各部 決勝戦・表彰式） 

              ア 日  時  ７月２７日(日) 

                                ジュニアの部 午前９時３０分より 

                       中学生の部  正午より 

                       学童の部    午後２時４０分より 

                      表彰式    各部の試合終了後 

              イ 会    場  バッティングパレス相石スタジアムひらつか 

※ 出場チームの事情により、時間が変更になる場合もある。 

 

(6) 予備日 

  小学生ジュニアの部：７月６日(日）、１２日(土) 

    小学生学童・中学の部：７月２１日(月)、８月２日(土)、３日(日) 

 

 ７ 参加部門及び参加資格  (1) 小学生学童の部 

小学校通学区域内に在住又は在学する児童で編成する。 

(2) 小学生ジュニアの部 

小学校通学区域内に在住又は在学する４年生以下の児童で編成する。 

(3) 中学生の部 

              中学校通学区域内に在住又は在学する生徒で編成する。 

(4) 各部門において、選手数が不足する場合は、合同チームとして編

成することができる。 

 

 ８ チ ー ム 編 成  (1) 各チームは、代表者１人、監督１人、コーチ２人、マネージャー

１人、スコアラー１人、選手２０人以内で結成し監督は成人とする。 

(2) 代表者以外は、他のチームと重複登録はできない。 

ただし、小学生ジュニアの部は、小学生学童の部で登録した選手も

重複登録することができる。 

 

 

 

 ９ 表     彰  (1) 小学生学童の部 



ア 優勝チームに賞状､優勝旗､優勝杯及びメダルを授与する｡ 

イ 準優勝チームに賞状及びメダルを授与する。 

ウ ３位チームに賞状及びメダルを授与する。 

エ 個人表彰として最優秀選手賞、敢闘賞をそれぞれ授与する。 

(2) 小学生ジュニアの部 

ア 優勝、準優勝、３位チームに賞状及び記念品を授与する。 

(3)  中学生の部 

ア 参加申込が４チーム以上の場合 

優勝、準優勝、３位チームに賞状及び記念品を授与する。 

イ 参加申込が３チーム以下の場合 

賞状及び記念品の授与はなしとする。 

 

１０ 試合運営及びルール  (1) 試合開始時間が早まることがあるので､前試合が終了後速やかに

ベンチ入りできるように待機すること。 

(2) 試合開始予定時刻の30分前（７イニング試合は５回、６イニング

試合は４回、５イニング試合は３回）にネット裏テント内で､主将と

監督が同席のうえ、打順表を提出し攻守をジャンケンで決める。な

お、打順表にはフリガナを記入し３部提出する。（平塚球場は４部） 

(3) ベンチは組み合わせ番号の小さいチームが１塁側、大きいチーム

が３塁側とする。 

(4) 試合結果の報告は、勝利チームがコートに掲示しているスコア表

を本部席に提出する。 

(5) シートノックは当該チームの各試合日の１試合目のみ実施する。

（後攻チームより５分間）。 

(6) 試合はトーナメント方式とし、３位決定戦は実施しない。 

(7) ルールは､２０２５年度公認野球規則・全日本軟式野球連盟競技者

必携及び大会特別規則を適用する。但し、全日本軟式野球連盟に所

属しない団体の出場も認める。 

(8) イニング数及び試合時間 

ア 中学生の部は、７イニングで９０分とする。 

イ 小学生学童の部は、６イニングで９０分とする。 

ウ 小学生ジュニアの部は、５イニングで７０分とする。 

エ 規定時間を過ぎたときは、新しいイニングに入らない。 

オ 規定時間を過ぎたときは、イニング数に関係なく正式試合とする｡ 

(9) 得点差によるコールドゲームは、中学生の部は５イニング以降で

７点差、小学生学童の部は３イニング以降で１０点差、５イニング

以降で７点差とし、小学生ジュニアの部は３イニング以降で７点差

とする。この場合は正式試合とする。 

(10) 降雨・日没によるコールドになった場合でも正式試合になる回数

を、中学生の部は５回、小学生学童の部は３回または５回、小学生

ジュニアの部は３回とする。ただし、決勝戦のコールドゲーム（点

数差、降雨、日没）はないものとする。 

(11) 規定イニング数または規定時間が過ぎても同点の場合は、特別 

延長戦（最長２イニング）を実施する。 

(12) 特別延長戦は無死一・二塁、継続打順で行い､勝敗が決しない場合



は、終了時メンバーの抽選とする。 

(13) ボールが外野の立て木、ネット等を越えた場合の安全進塁権は、 

  ア 小学生学童・ジュニアの部はエンタイトル・ツーベースとする。 

  イ 中学生の部は直接飛球で越えた場合はホームラン、その他の 

    打球で越えた場合はエンタイトル･ツーベースとする。 

(14) 小学生学童の部及び小学生ジュニアの部は、専用のピッチャープ

レート、移動ベースを使用する。 

(15) 小学生ジュニアの部は、投手板と本塁間（14m）及び、各塁間（21m）

を縮小したグラウンドで行う。 

(16) ベンチ入りは参加登録者とする。 

(17) 背番号及びユニフォーム 

ア ベンチ入りする選手・監督は同一のユニフォームを着用する。

なお、ジュニアの部においてはこの限りではない。 

イ 選手の背番号は０から99までとし、主将は10をつける。また、

監督は30を付け、コーチが背番号を付ける場合は28・29を 

付ける。 

(18) アピールできるのは、監督及び当該プレーヤーとする。 

(19) 小学生の投球数制限 

５･６年生は１日７０球、４年生以下は１日６０球とし、交代時期 

は制限投球数に達した時の打者がアウトになるか１塁に達した時、

またはイニング終了時とする。 

投球数は本部（ネット裏）が管理する。 

（延長戦及び特別延長戦も投球数に含む） 

(20) 小学生の投手は、変化球を投げないこと。 

(21) ベースコーチは、選手が行う。 

(22) ファウルボールは飛んだベンチ側が回収する｡また、バックネット

側は攻撃側が回収する。 

(23) 試合球は小学生の学童の部及びジュニアの部が公認Ｊ号球、中学

生の部が公認Ｍ号球とする。 

(24) 金属バット・ヘルメット・マスク・プロテクター・レガーズ等の

用具は連盟公認の物（ＪＳＢＢのマーク入り）を使用する。 

(25) 打者・次打者・走者及びベースコーチは、ヘルメットを着用する。 

(26) 捕手は､ヘルメット・マスク・プロテクター・レガーズ・ファウル

カップを着用する。 

(27) 小学生は、金属製スパイクを使用できない。 

(28) 中学生の部は、参加申込が４チーム以上の場合にトーナメントを

開催する。参加申込が３チーム以下の場合は、次のとおりとする。 

   ３チーム  リーグ戦 

   ２チーム  開催しない 

 

１１ 申 込 方 法  (1) 締め切り 

ア チーム申し込みは、５月８日(木)午後５時までとする。 

イ 選手登録・プログラム用原稿・チーム集合写真は５月１５日(木) 

午後５時までとする。（提出期限厳守） 

(2) 申 込 先 



平塚市浅間町９－１ 平塚市役所本館７階 

平塚市教育委員会 スポーツ課 電話0463-31-3060 

E-mail：sports@city.hiratsuka.kanagawa.jp 

※すべての提出資料は、電子メールで提出すること。 

(3) 参 加 料（抽選会当日、受付で徴収する。） 

学童・中学：１チーム ７，０００円 

                              ジュニア：１チーム ５，０００円 

 

１２ 組み合わせ抽選会  (1) 期 日 

   及び監督・主将会議     ５月２４日(土)午後６時３０分 

（午後６時００分～６時２０分受付） 

(2) 会 場 

青少年会館２階 集会室 

(3) 出席者 

ア 監督１名、主将１名 

イ 出席できない場合には代理者が必ず出席すること。 

なお､無断欠席した場合は出場を辞退したものとみなす。 

(4) その他 

服装は小・中学生ともに、ユニフォームを着用すること。 

 

１３ そ の 他  (1) 熱中症対策について（別紙１ 参照） 

(2) 施設内や敷地内は、禁煙となっております。 

(3) 救急病院について 

ア 平日 平塚市民病院          電話：0463-32-0015 

イ 休日 平塚市休日・夜間急患診療所  電話：0463-55-2145 

(4) ごみ等は各自で持ち帰ること。 

(5) 大会に関する問い合わせは、スポーツ課  電話：0463-31-3060 

 

 

以 上   

 


